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平成２９年 3 月 
京都府立舞鶴支援学校 

学校年間テーマ 

「学校、家庭、地域とつながり、よりよい社会参加の実現を目指す」 

～ 働く生活に生かせる確かな力 意欲と主体性を育む ～ 

授業研究テーマ 

児童生徒の主体性を育む指導方法 

～各教科等を合わせた指導の授業を中心に～ 

「ひまわり」 

高等部生徒作品 



  

 

 

⌐ ∑≡                                                

⸗♦ꜟ                               

                              

₈ ─ ╩ ╗₉√╘─ ◦☻♥ⱶ           

ה                          

11                           

                                                  18 

   ─ ┘ ≤                     36 

╩ ╗ ♅▼♇◒ⱳ▬fi♩                    37 

   ╡ ─╕≤╘                   38 

                                                            

 

  

ה♩כ◦          40 

                                  

            

                      

               

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 



研究紀要発行に寄せて  

「学校、家庭、地域とつながり、よりよい社会参加の実現をめざす」  

     ～働く生活に生かせる確かな力 意欲と主体性を育む～ 

 

舞鶴支援学校の教育は、「よく学び、より鍛え、そして、よりよく挑め」を校訓とし、今

年度、12 年目を迎えました。さらに、今年度は、学校、家庭、地域がしっかりつなが

り、子どもたちのよりよい社会参加の実現をめざし、卒業後により豊かな、より充実した

生活を送れるよう、意欲と主体性を育むことを年間の教育活動のテーマとして、教育実

践、研究を進めてまいりました。 

 

 研究部では、学校の年間テーマを受け、研究テーマを「児童生徒の主体性を育む指導方法」

に絞り、各教科等を合わせた指導の授業を中心に、授業研究を行ってきました。 

単に「わかることをふやす」「できることをふやす」のではなく、わかりかた、できかた

を吟味し、児童生徒が、自ら思考、判断して主体的にできる力を育むことができているのか、

適切な支援になっているのかなど、主体性を育む指導方法を研究し、授業改善を行ってきま

した。  

 

自立を促し、主体性を育む指導を進めるにあたり、指導者がどのような支援を行うかは、

大きなカギとなります。子どもたちが自分の持っている力を最大限に発揮できる支援、子ど

もに合った必要な支援によって、自ら考え自らできること、主体性を引き出すことが、自立

の実現には不可欠です。子どもたちが考え、わかってできる、わかって活動する、主体的に

活動することの日々の積み重ねが重要です。それは、確実に子どもの変容につながり、主体

性を育み、生きる力につながるということを私たち教職員がしっかり意識をもち、今後も授

業実践を行っていきたいと思います。 

 

「よく学び、より鍛え、よりよく挑む」子どもたちの挑戦は、わたしたち教員の挑戦でも

あります。今後も、常に学び続け、より質の高い授業づくり、教育課程の改善に努めていき

たいと思います。 

 

ここに、今年度の実践的研究を、研究紀要として発信します。本校教育の発展のため、忌

憚のない御意見をいただきますようお願いします。 

 

最後に、研究を進めるにあたり、多くの諸先生方に御指導、御助言をいただきましたこと、

心より御礼と感謝を申し上げます。 

                 

                             校 長  細見 惠美 
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